
┏ ┓  ～ ひ と り 親 家 庭 の 自 立 を サ ポ ー ト す る ～  

┗ ■   Y E L L な が さ き  メ ー ル マ ガ ジ ン V o l . 1 3 1  2 0 2 0 . 1 0 . 3 0 配 信  

 ┗ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

こ の メ ー ル マ ガ ジ ン は 、 情 報 提 供 を 希 望 す る 登 録 者 の み な さ ま  

及 び ス タ ッ フ が 名 刺 交 換 を さ せ て い た だ い た 方 へ  

お 送 り し て い ま す 。  

 

_ / _ / _ / _ /  I  N  D  E  X  _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ /  

 

・ 特 集… … 【 広 報 周 知 】 全 国 一 斉 「 解 雇 ・ 失 業 ・ 生 活 相 談 ホ

ッ ト ラ イ ン 」  

・ 支 援 情 報… … 【 再 掲 】 令 和 2 年 度  長 崎 市 パ ソ コ ン 講 習  受 講

生 募 集  

・ 1 1 月 の 予 定 … … Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談  

・ 編 集 後 記… … ご 挨 拶 「 初 め ま し て 」  

 

 

■  特 集━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆【 広 報 周 知 】長 崎 県 弁 護 士 会 が 、「 解 雇・失 業・生 活 相 談 ホ ッ ト ラ

イ ン 」 を 行 い ま す 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 に よ る 緊 急 事 態 宣 言 が 解 除 さ れ た も

の の 、 労 働 ・ 生 活 問 題 の さ ら な る 深 刻 化 に よ り 、 休 業 、 解 雇 ・ 雇 い

止 め に よ り 収 入 を 断 た れ 、生 活 に 困 窮 す る 人 が 増 加 し 、家 賃 、住 宅

ロ ー ン の 支 払 困 難 に よ る「 住 宅 喪 失 」の 危 機 に 直 面 す る 人 が 増 加 し

て い ま す 。こ の 状 況 を 踏 ま え 、コ ロ ナ 危 機 に お け る 非 正 規 労 働 者 を

中 心 と す る 労 働 者 及 び 生 活 困 窮 者 の 支 援 等 、市 民 の 権 利 擁 護・権 利

実 現 を 早 急 に 図 る 必 要 が あ り 、広 く 市 民 に 相 談 の 機 会 を 確 保 す る こ

と か ら 、全 国 一 斉 相 談 会 と し て 、全 国 統 一 フ リ ー ダ イ ヤ ル 番 号 を 用



い た ホ ッ ト ラ イ ン を 実 施 し ま す 。  

全 国 一 斉 「 解 雇 ・ 失 業 ・ 生 活 相 談 ホ ッ ト ラ イ ン 」  

労 働 問 題 や 生 活 問 題 に 関 し て 、 お 困 り の 方 へ 無 料 電 話 相 談 を 行 な い

ま す 。 お 気 軽 に お 電 話 下 さ い 。  

【 日 時 】  

2 0 2 0 年 （ 令 和 2 年 ） 1 1 月 1 2 日 （ 木 ）   1 0 時 ～ 1 6 時  

フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 6 1 0 - 2 2 5  

（ 携 帯 ・ P H S 可 能 ）  

労 働 や 生 活 に 関 す る 事 な ら 何 で も お 気 軽 に ど う ぞ 。  

弁 護 士 が ご 相 談 に 応 じ ま す 。  

※ 相 談 日 に 長 崎 県 弁 護 士 会 （ 長 崎 市 栄 町 1 - 2 5 - 4 階 ） に 設 置 す る  

臨 時 電 話 。 通 話 料 無 料 。 携 帯 ・ P H S か ら も つ な が り ま す 。  

※ 通 話 が 混 雑 す る 時 は 長 崎 県 弁 護 士 会 以 外 （ 近 隣 の 弁 護 士 会 ） に  

つ な が り ま す 。  

主 催 ： 長 崎 県 弁 護 士 会 ・ 日 本 弁 護 士 連 合 会  

お 問 い 合 せ 先  長 崎 県 弁 護 士 会 （ 電 話 0 9 5 - 8 2 4 - 3 9 0 3）  

 

■ 支 援 情 報━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 【 再 掲 】 令 和 2 年 度  長 崎 市 パ ソ コ ン 講 習  受 講 生 募 集  

7 月 よ り 長 崎 市 パ ソ コ ン 講 習 受 講 を 開 始 し て お り ま す が 、 ま だ 受 講

可 能 枠 が ご ざ い ま す の で 、 こ の 機 会 に パ ソ コ ン の ワ ー ド ・ エ ク セ ル

の 基 礎 を 習 得 し た い と 意 欲 の あ る 方 、 お 申 込 み く だ さ い 。  

 

★ 受 講 に 際 し て の 必 須 事 項 ★  

1 .長 崎 市 に 居 住 す る ひ と り 親 家 庭 の 母 ・ 父 で あ る 方  

2 .上 記 1 を 満 た し 、 か つ 長 崎 県 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 セ ン タ ー に

登 録 し て 支 援 を 希 望 す る 方  

3 .講 習 の 全 日 程 （ 1 回 6 0 分 を 計 1 0 回 ） を 受 講 で き る 方  

4 .講 習 修 了 後 、 下 記 Ⅰ も し く は Ⅱ を 受 験 さ れ る 方 （ 希 望 者 は Ⅰ と Ⅱ



双 方 の 受 験 も 可 能 で す ）。  

Ⅰ .日 商 P C 検 定 試 験 B A S I C 文 書 作 成 【 マ イ ク ロ ソ フ ト ワ ー ド 】  

Ⅱ .日 商 P C 検 定 試 験 B A S I C デ ー タ 活 用 【 マ イ ク ロ ソ フ ト エ ク セ ル 】  

 

★ 受 講 定 員 ★  

8 名 （ 参 加 希 望 者 が 多 数 の 場 合 は 、 本 会 で 調 整 の う え 決 定 ）  

※ 託 児 あ り （ 必 要 な 方 は 申 込 時 に お 申 し 出 く だ さ い ）  

★ 受 講 料 ★  

無 料 （ た だ し テ キ ス ト 代 ・ 検 定 料 金 は 自 己 負 担 と な り ま す ）  

テ キ ス ト 代 ： 2 , 4 0 0 円  検 定 料 ： 1 科 目 に つ き 4 , 2 0 0 円  

 

★ 受 講 日 程 ・ 回 数 ★  

平 日 の 1 6 時 ～ 2 0 時  全 1 0 回 （ 1 回 6 0 分 ） の 受 講 と な り ま す  

講 習 内 容 は マ イ ク ロ ソ フ ト ワ ー ド ・ エ ク セ ル で す 。  

 

★ 受 講 形 式 ★  

マ ン ツ ー マ ン 形 式  

※ 受 講 決 定 後  随 時 開 始 と な り ま す 。  

※ 受 講 ス ケ ジ ュ ー ル 初 日 は 、 Y E L L な が さ き で 調 整 を 行 な い ま す 。  

2 回 目 以 降 の ス ケ ジ ュ ー ル は 、 ご 自 身 と 講 師 の 打 合 せ で 組 ん で い

た だ き ま す 。  

 

★ 講 習 会 場 ★  

パ ソ コ ン 教 室 ガ イ シ ス テ ム  講 師 ： 多 田  長 三 郎 さ ん （ 社 会 福 祉 士 ） 

〒 8 5 2 - 8 1 3 2  長 崎 市 扇 町 1 1 - 1 4（ ℡ ： 0 9 5 - 8 4 8 - 8 7 1 1）  

 

★ 検 定 ★  

受 講 が 決 定 し 、 講 習 を 1 0 回 修 了 さ れ た 際 に ご 案 内 し ま す  

 

ご 不 明 な 点 等 ご ざ い ま し た ら Y E L L な が さ き ま で お 問 合 せ く だ さ い 。 



ま た 、 下 記 Y E L L な が さ き ホ ー ム ペ ー ジ か ら チ ラ シ や 申 込 書 の ダ ウ  

ン ロ ー ド も で き ま す の で ご 活 用 く だ さ い 。  

h t t p s : / / w w w . y e l l - n a g a s a k i . j p / k o u s h u u . h t m l  

 

 

 

■  1 1 月 の 予 定  ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

◆ 「 Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談 」  

  1 1 月 1 8 日 （ 水 ） 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0  《 事 前 予 約 受 付 中 》  

1 1 月 の 担 当 弁 護 士 は 池 内  愛  弁 護 士 （ 長 崎 県 弁 護 士 会 所 属 ） で

す 。  

池 内 愛 法 律 事 務 所 ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p : / / a i - l o . c o m /  

 

※ 日 程 等 合 わ な い 場 合 は ご 相 談 く だ さ い 。  

※ 来 所 し て の 相 談 が 難 し い 場 合 は 、 電 話 法 律 相 談 も 行 な っ て お り ま

す 。 ま ず は お 問 合 せ く だ さ い 。  

 

■  編 集 後 記 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ ご 挨 拶 「 初 め ま し て 」  

突 然 、 本 号 メ ル マ ガ 担 当 と な り ま し た 。  

拙 い も の で は あ り ま す が よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

今 か ら 3 8 年 前 、突 然 の 災 害（ 長 崎 大 水 害 ）に 襲 わ れ 、全 て を 流 さ れ  

そ れ 以 来 「 生 き て さ え い れ ば な ん と か な る 」 が 私 の 座 右 の 銘 と な っ  

て い ま す 。屋 根 裏 で 九 死 に 一 生 を 得 、当 時 お 腹 に い た 息 子 も 現 在 3 8  

歳 。 生 き て い る か ら こ そ ま た こ う し て 突 然 、 み な さ ん と の ご 縁 を 頂  

い て お り ま す 。 コ ロ ナ も し か り 、 人 の 人 生 は 、 突 然 の 連 続 で す ね 。  

 

最 後 ま で 読 ん で い た だ い て あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ か ら も 暖

か く 見 守 っ て い た だ け た ら 幸 い で す 。  

https://www.yell-nagasaki.jp/koushuu.html

